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レーダーを運用・研究して 30年

大井正行

低温科学研究所技術部 技術部 先任技術専門職員

今からほぼ30年前、北海道オホーツク沿岸の

ほぼ中央に位置する紋別市に、低温科学研究所の

流氷研究施設が発足することになりました。同時

にこの施設の目玉とでも云うべき世界初の“流氷

観測レーダ網"の予算がつくということが決まり

ました。私は急速このレーダに従事する技術者と

して民間から採用されました。

当時の電子工業界における民生用の電子機器は、

アナログ系の高性能が要求される部分とか標準化

された部分には未だ真空管が使われており、また

そうでない特殊な製品とか一品種の製品にはシリ

コン・トランジスタ(一部にはゲルマ・トランジ

スタ)がようやく使われ始めた時代でした。今で

は当たり前になっている ICはまだ実用に供され

ておりませんでした。

このような IC出現以前の時代的背景で、オホ

ーツク海岸沿いの山頂3ヶ所(網走・紋別・枝幸)

に完全無人化したレーダ網が新設されました。こ

の当時の電子機器の信頼性は、 LSI万能の現在と

は比較するまでもなく、非常に低いものでした。

このため新設後の数年間は、故障対策と技術の修

得等のメインテナンス業務に追われる状態でした。

ようやく故障状況の特徴を把握し、その対策を

定型化して対処できるようになった結果、施設長

の理解もあって、徐々に機器の改良・開発やレー

ダの研究にも時間を割くことができるようになり

ました。この努力の成果が、新設から 10年後に

訪れた装置の更新時に、世は電子ディパイスの固

体か時代の到来と相まって、私の技術的な提案が

現在の流氷レーダシステムの随所に生かされてお

ります。

ここでは、私の本来の業務である研究の技術支

援やその一環として行った機器の開発・改良およ

び研究の代表的なものを列挙します。

①技術改良レーダリレー・マイクロ波回線の

送信電力の低減化への提案および実現J， 1975年

に保守上の理由からマイクロ波回線の送信電力を

1/10に低減し、その分のしわよせを S/N改善係

数の式から、変調周波数、受信機帯域幅および周

波数偏移を変更することによって実現可能なこと

を提案し、 1976年に実現され現在も運用され続け

ています。

②論文流氷レーダーにおける反射電力の距離

減衰についてJ

1978年，低温科学物理編第36編.

流氷レーダによる流氷からの反射電力は、海氷

面に照射される電波の接地角が小さく干渉領域に

なっている。さらに流氷面のあらさや複素誘電率

および気象の影響等による伝搬路の変動など複雑

な要因がある。このため反射電力の距離減衰特性

を求めるに当たって、レーダ方程式の干渉領域の

項をそのまま適用せず、一般式を立て、均一な流

氷野からの受信電力を多数定量測定して、最小二

乗法から距離による減衰特性を求めた。

③技術開発、論文寒冷地の野外観測に便利な

CMOS RAMデータ・レコーダの製作j

1979年，技術専門誌“インターフェース"12月号，

1979年，低温科学，物理編，第37編.

オホーツク海の流氷の上で気象観測をする際に、

従来までは観測機器に必要な電源と耐寒に対処す

るために観測機材がどうしても大がかりとなりま

した。これら機材の運搬の問題があって観測は殆
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んど不可能に近い状態でした。この様なニーズを

痛感し、当時世に出始めた CMOSRAMを使ったオ

ール 1C化したデータ・ロガーを国内で最初に考

案しましたC 以後このデータは、小型・軽量、低

消費電力、低温度条件下に強し 1と言う 3つの特徴

があるため、オホーツク海の流氷上、北極、南極

および山岳地などの野外観測で利用されていますコ

現在 LSl の発展につれてますます小型化され、

国内 8社、海外数社から製品化され、野外での気

象観測におけるデータ収集の必需品となっていま

す。

昭和55年，北海道大学特許委員会，日本学術振

興会を経て、昭和56年 9月22日国有特許の出願公

開、昭和60年 6月拒絶理由通知、昭和61年 6月拒

絶理由等により断念。

④論文 fDetectionof Sea lce C1utter and 

Ships in radar Sea c1utterJ 

1984~手、 I~TER~ATIO~AL SYMPOSIUM O~ NOlSE A~D 

CLUTTER REJECTIO~ l~ RADAR A1¥D IMAGEING 

SE~SOR で口頭発表。このレーダの国際学会を通

じて、多方面のレーダの研究者との交流と人脈の

形成につながり、現在も知識の向上に非常に役立

たせていただいております。

この論文の概要は、レーダの観測範囲内で海面

の占める割合が流氷野のそれよりも大きい場合に、

海面反射が発生することが多く、流氷の識別が困

難になります。これを解決するために、海面反射

と流氷の動揺周期の違いを検出する装置を製作し

て、これによって実際にレーダからのデータを収

集して周波数解析を行ったものです。

1987年3月、低温科学研究所へ配置替えとなり、

降雪観測用高速三次元ドップラーレーダおよびコ

ンビュータを利用しての電子計測全般の業務に従

事することになりました。以後、低温科学研究所

で行った主な業務を記しますc

⑤論文雲観測用三次元レーダデータのグラフ

ィクス」

1991年 5thSAPPORO INTER1\ATIO~AL COMPUTER 

GRAPHIC SYMPOSIUMで口頭発表.

-60-

同時に同種の論文を北大大型計算機センターニ

ユース， Vo 1. 9 ， ~o.6，低温科学物理編第50編に掲

載.

⑥技術開発、論文ドップラーレーダ観測にお

ける空中線仰角設定の自動化j

1992~r ，低温科学研究所技術部技術報告第l号.

⑦技術支援:パプアニューギニアヘドツプラーレ

ーダを移動してのレーダ観測.

1992年， r私のパプアニューギニア紀行ーマヌス

島におけるドツプラーレーダの設置に参加して」

の題名で、低frrA科学研究所技術部技術報告第l

号に掲載.

⑧技術開発、論文南北両J降雪氷コアのECM

用増幅器の開発とコンビュータ陵続j

1994年，低温科学研究所技術部技術報告第3号.

1995年 7月，第18[司極域気水閣シンポジウム口頭

発表.

論文 fDEVELOPMENTOF HIGH PERFORMA~CE AMP-

LIFIER FOR A~ALYSIS OF lCE CORE A~D COMPUTER 

MEASURI~G SYSTEMJ ， Proceeding of the NIPR 

Symposium on poiar Meteorogy， 1995年，印刷中.

最後に、数年前から始めたレーダによる強度エ

コーデータから、雲や流氷画像の速度ベクトル場

を検出する研究、 「オプテイカルフローによるレ

ーダ動画像の速度ベクトル場の検出」を、昨年の

10月に行われた、 TheFirst interMedia symposi 

um， Sapporo， ' 95で発表したので、その内容を

紹介して私のお話を終わりといたします。


